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商品市況展望  

平成 25 年 11 月 10 日記 

おせち需要の伊勢エビ急騰おせち需要の伊勢エビ急騰おせち需要の伊勢エビ急騰おせち需要の伊勢エビ急騰    虚偽表示の余波虚偽表示の余波虚偽表示の余波虚偽表示の余波        

ロブスターから転換？ 

 

エビを巡る虚偽表示の余波が正月のおせち料理に使う伊勢エビにも及んできた。これまでロブスターを

「伊勢エビ」と称して使っていた業者が、あわてて本物の調達に動いているようだ。卸売市場での取引

価格は、騒動が起きる前に比べて２割程度上昇している。 

 

東京・築地市場の卸会社の担当者は「ここ１週間ほど伊勢エビが欲しいとの声が爆発的に増えた。例年

11 月は静かだったのに……」と困惑気味だ。 

http://www.nikkei.com/article/DGXNASDJ09002_Z01C13A1MM0000/ 

 

 誤表示だが、食品偽装だか、それはどうでも良いのだが、とにかくこの話題は連日マスコミで

大騒ぎ。ホテルから始まってデパート、その他へとかなりの広がりを見せているわけだが、元々

伊勢エビやら芝海老やらが、ホントに出回り量を確保出来るくらいにあったものなのか？ 

 無いものは用意しようもないのだろうが、やはり安いものを高い値段で喰わされていたと思え

ば、騙された！と言いたくなるのも当然だ。 

 

 しかし中には、これは許してやれよ！というのもあって、｢おふくろの味の定食｣が、実は作っ

ていたのは｢中年男性のコック｣でしたっていうヤツ。｢中年男の定食｣って名前で売れってか？ 

ちょっと頼む気にはならん…（笑） それに実際に婆さんが作っていても、ちょっと困る…（笑） 



 2 

 

 

なおこの食品偽装の問題。中国のブログでは、｢別に下水油で作ったわけでもないし、気にし

過ぎだ｣｢我が国では国産牛肉をオージービーフと称して売る！｣という自虐的なコメントもあり、

同じ反日でも韓国人とは違うな、と思わせるものが多い。韓国人なら｢俺もそれを食わされた。

謝罪しろ！賠償しろ！｣だろうから。 

 

おそらく中国とは、幾ら尖閣問題で揺れても日中戦争勃発とはならないだろうし、彼らは利に

ならない事はしないと思う。厄介なのは韓国だが、彼らも口では騒いでも、日本と事を構える事

などないだろうし、もっと経済情勢が厳しくなれば手のひらを返して擦り寄って来るだろう。 

どちらとも首脳会談は当分やらず、相手にしないで待っているのが最善策。100 年も前から、

福沢諭吉だってそう言ってるでしょ！ 
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〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕〔貴金属〕    

〇東京金日足 

…削除済み… 

今週の金の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \4,171 -8 \4,176 -8 

11 月 6 日 \4,167 -4 \4,172 -4 

11 月 7 日 \4,184 17 \4,190 18 

11 月 8 日 \4,134 -50 \4,139 -51 

金相場は、金相場は、金相場は、金相場は、先週号においては『4,298 円で戻り天井を打った可能性は高いだろう。万が一これ

を抜けると 4,400 円台も有り得るが、それはストップロスで対処しての売り方針がベターである

との見方である』とコメントした。 

今週の相場展開は、週末には 4,1204,1204,1204,120 円（円（円（円（11/811/811/811/8）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。その後の夜間取引でも、4,0894,0894,0894,089 円の円の円の円の

安値まで記録安値まで記録安値まで記録安値まで記録しており（夜間取引の終値は 4,100 円）、また下落基調となって来ている。 

 

やはり先週号の予測通りやはり先週号の予測通りやはり先週号の予測通りやはり先週号の予測通り、、、、4,2984,2984,2984,298 円が戻り天井となっている円が戻り天井となっている円が戻り天井となっている円が戻り天井となっている。チャートでは、一目均衡表の雲

で跳ね返された格好である。 

そうであれば当然、…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京金一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,519 

12 月 25

日 

\5,081 2 月 7 日 \3,745 6 月 28 日 \4,134 

2014 年 2 月 \4,759 2 月 26 日 \4,979 3 月 21 日 \3,751 6 月 28 日 \4,142 

2014 年 4 月 \4,585 4 月 25 日 \4,760 5 月 10 日 \3,749 6 月 28 日 \4,138 

2014 年 6 月 \4,031 6 月 26 日 \4,531 9 月 4 日 \3,750 6 月 28 日 \4,133 

2014 年 8 月 \4,424 8 月 28 日 \4,532 9 月 4 日 \3,975 

10 月 16

日 

\4,136 

2014 年 10 月 \4,254 

10 月 29

日 

\4,298 

10 月 31

日 

\\\\4,1204,1204,1204,120    11111111 月月月月 8888 日日日日    \4,139 

    

〇NY 金日足 

…削除済み… 

11/11/11/11/8888 のののの NYNYNYNY 市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比市場では、前日比 23.923.923.923.9 ドルドルドルドル安安安安のののの 1284.61284.61284.61284.6 ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了ドルでの終了。安値は安値は安値は安値は 1280.51280.51280.51280.5 ドルドルドルドルまであ

り、完全に 1300 ドルを大きく割り込んだ格好である。 

…中略…  

 

チャートでは 1434143414341434 ドル（ドル（ドル（ドル（8/288/288/288/28）→）→）→）→1251125112511251 ドル（ドル（ドル（ドル（10/10/10/10/15151515）まで）まで）まで）までの下げがの下げがの下げがの下げが 183183183183 ドル幅ドル幅ドル幅ドル幅。もしも同様もしも同様もしも同様もしも同様

の下げがの下げがの下げがの下げが 1361.81361.81361.81361.8 ドル（ドル（ドル（ドル（10/2810/2810/2810/28）を起点として発生するならば、ズバリ）を起点として発生するならば、ズバリ）を起点として発生するならば、ズバリ）を起点として発生するならば、ズバリ 1178.81178.81178.81178.8 ドル辺りが目標とドル辺りが目標とドル辺りが目標とドル辺りが目標と

なり、それは奇しくもなり、それは奇しくもなり、それは奇しくもなり、それは奇しくも 6/286/286/286/28 に記録した安値に記録した安値に記録した安値に記録した安値 1179.41179.41179.41179.4 ドルとほぼ一致するドルとほぼ一致するドルとほぼ一致するドルとほぼ一致する。 

流れとしては年末に掛けて、その辺りまで下がると見るのが順当だろう。 
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米大手金融機関は、ゴールドマン・サックスはゴールドマン・サックスはゴールドマン・サックスはゴールドマン・サックスは｢｢｢｢来年来年来年来年の金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しの金相場見通しをををを 1111050050050050 ドルドルドルドル｣、｣、｣、｣、シティグシティグシティグシティグ

ルールールーループもプもプもプも｢｢｢｢年末までに年末までに年末までに年末までに 1250125012501250 ドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がるドルまで下がる｣｣｣｣、モルガンスタンレーもモルガンスタンレーもモルガンスタンレーもモルガンスタンレーも｢｢｢｢1200120012001200 ドルドルドルドルまで下落｣まで下落｣まで下落｣まで下落｣、英英英英

商品取引大手サクデン・フィナンシャル商品取引大手サクデン・フィナンシャル商品取引大手サクデン・フィナンシャル商品取引大手サクデン・フィナンシャルもももも価格レンジを価格レンジを価格レンジを価格レンジを 1100110011001100～～～～1500150015001500 ドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格をドル、年平均価格を 1280128012801280

ドルと予想しドルと予想しドルと予想しドルと予想しているているているている。 

よって当方の予測する 1178.8 ドはそんなに大げさなものではなく、仮にその時点で為替が現

状の 98 円程度だとした場合は、国内換算価格は… 

○1178.81178.81178.81178.8 ドル×ドル×ドル×ドル×98989898 円÷円÷円÷円÷31.103531.103531.103531.1035＝＝＝＝3,7143,7143,7143,714 円となる円となる円となる円となる。これも国内のこれも国内のこれも国内のこれも国内の 6666 月の安値ということだ月の安値ということだ月の安値ということだ月の安値ということだ。 

 

なお CFTC 発表の 11/511/511/511/5 現在の現在の現在の現在のファンドのファンドのファンドのファンドのポジションポジションポジションポジションは、…中略…  

 

またまたまたまた 11/11/11/11/8888 現在での現在での現在での現在での ETFETFETFETF 残高は、残高は、残高は、残高は、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、4,298 円で戻り天井を打った相場は、下げトレンドに入っただろ

う。目標はまず 4,000 円割れであり、年末までに 3,700 円台を目指す事になるだろう。 
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〇東京プラチナ日足 

…削除済み… 

今週のプラチナの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \4,633 27 \4,651 24 

11 月 6 日 \4,638 5 \4,657 6 

11 月 7 日 \4,675 37 \4,699 42 

11 月 8 日 \4,628 -47 \4,649 -50 

プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、プラチナ相場は、先週号においては『4,714 円で戻りいっぱいとなった可能性もあるが、4,600

円を維持して推移するようならば逆に一段高に舞い上がる可能性も否定出来ない。来週の動きに

注目だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、確りと推移していた相場が金の下落とともに週末は急落したが、大崩れと大崩れと大崩れと大崩れと

はならずはならずはならずはならず。その後の夜間取引でも一時 4,607 円まで下げるが、4,638 円まで切り返した。 

 

急落をした週末は、その前に先物が一代高値更新となる先物が一代高値更新となる先物が一代高値更新となる先物が一代高値更新となる 4,7194,7194,7194,719 円を記録円を記録円を記録円を記録。僅かに 4,714 円を

上抜いた。 

…中略…  

ただしこの 4,700 円台からは買っても仕方ないだろうし、基本的には逆張り対処か。噴き値を

売って、突っ込みは買い戻す作戦で、長期張りは避ける戦略がベターであろうと考える。 

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京プラチナ一代の動

き 

      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \4,249 

12 月 25

日 

\5,300 2 月 8 日 \4,122 6 月 27 日 \4,628 

2014 年 2 月 \4,831 2 月 26 日 \5,052 3 月 12 日 \4,125 6 月 27 日 \4,619 

2014 年 4 月 \4,622 4 月 25 日 \4,999 5 月 16 日 \4,109 6 月 27 日 \4,623 

2014 年 6 月 \4,284 6 月 26 日 \4,948 9 月 4 日 \4,125 6 月 27 日 \4,635 

2014 年 8 月 \4,810 8 月 28 日 \4,956 9 月 4 日 \4,302 10 月 4 日 \4,641 

2014 年 10 月 \4,648 

10 月 29

日 

\\\\4,7194,7194,7194,719    11111111 月月月月 8888 日日日日    \4,600 11 月 1 日 \4,649 

 

〇プラチナ－金価格差日足 

…削除済み… 

週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、週末現在のサヤは、4,4,4,4,666649494949 円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－円（プラチナ）－4,4,4,4,111139393939 円（金）＝円（金）＝円（金）＝円（金）＝510510510510 円円円円。 

サヤは急拡大して、8 月の最大開き幅の 581 円に接近中である。チャートでは一目均衡表の雲

の上に抜けており、非常に強いトレンドとなっている。 

…中略…  

 

結論として当方の相場観は、プラチナ相場単独で急騰をするとは思えないため、大勢では戻り

売りであろう。しかし南ア、ロシアにきな臭い動きがあるかもしれないため、短期張りの方が無

難であろうと見ている。 
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〔〔〔〔原油・原油・原油・原油・石油製品〕石油製品〕石油製品〕石油製品〕    

〇NY 原油日足 

…削除済み… 

まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…まずは原油から…    

先週号においては『戻り売りの相場に変化はないだろう。だが NY 原油も大暴落まではまだあ

まり考えづらく、また東京原油も逆ザヤであるため、突っ込みは利益確定の利食いを優先すべき

だろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、NYNYNYNY 原油は原油は原油は原油は 93.0793.0793.0793.07 ドル（ドル（ドル（ドル（11/511/511/511/5）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落。週末 11/8 は、前日比 0.4 ドル高

の 94.6094.6094.6094.60 ドルドルドルドルでの終了である。 

相対力指数は一時相対力指数は一時相対力指数は一時相対力指数は一時 30303030 ポイントを割り込み、ポイントを割り込み、ポイントを割り込み、ポイントを割り込み、先週号でコメントした｢一目見て 102～112 ドルの

10 ドル幅の天井圏から崩れた相場は、今度は倍返しの今度は倍返しの今度は倍返しの今度は倍返しの 92929292 ドル目標となるのは自然な事だろうドル目標となるのは自然な事だろうドル目標となるのは自然な事だろうドル目標となるのは自然な事だろう｣

というところまでほぼ到達した。 

ここから更に下げて、ここから更に下げて、ここから更に下げて、ここから更に下げて、80808080 ドル、ドル、ドル、ドル、70707070 ドルと進んでゆく可能性はそんなに高くないと思っており、ドルと進んでゆく可能性はそんなに高くないと思っており、ドルと進んでゆく可能性はそんなに高くないと思っており、ドルと進んでゆく可能性はそんなに高くないと思っており、

利食いして休むのがここからの相場の常道だろう利食いして休むのがここからの相場の常道だろう利食いして休むのがここからの相場の常道だろう利食いして休むのがここからの相場の常道だろう。…中略…  

また CFTC のファンドの建玉報告は、11/5 現在で…中略…  

 

〇東京原油日足 

…削除済み… 

今週の東京原油の動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \65,120 -790 \62,650 -1060 

11 月 6 日 \65,060 -60 \62,630 -20 

11 月 7 日 \64,580 -480 \62,310 -320 

11 月 8 日 \63,420 -1160 \61,230 -1080 

東京原油は今週大きく値を消し、61,61,61,61,130130130130 円（円（円（円（11/811/811/811/8））））まで下落であるまで下落であるまで下落であるまで下落である。一気に 10/28 の安値で

ある 61,900 円を割り込み、8 月以来の安値となった。 

…中略…  

ただしチャートから見て、やはり 63,000 円辺りまで戻ったところは、また売られる公算が大

であろう。大きく戻ったところは売り、しかし突っ込みは確実に利入れする、というのがこれか

らの原油相場の常道だろう。 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京原油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 \60,370 6 月 3 日 \67,810 9 月 9 日 \58,040 6 月 14 日 \63,420 

2013 年 12 月 \60,580 7 月 1 日 \67,170 9 月 4 日 \60,000 8 月 9 日 \42,060 

2014 年 1 月 \62,420 8 月 1 日 \66,750 8 月 28 日 \59,720 8 月 9 日 \61,650 

2014 年 2 月 \63,890 9 月 2 日 \66,380 9 月 6 日 \\\\61,41061,41061,41061,410    11111111 月月月月 8888 日日日日    \61,450 

2014 年 3 月 \62,520 10 月 1 日 \65,530 

10 月 17

日 

\\\\61,25061,25061,25061,250    11111111 月月月月 8888 日日日日    \61,330 

2014 年 4 月 \63,780 11 月 1 日 \63,780 11 月 1 日 \\\\61,13061,13061,13061,130    11111111 月月月月 8888 日日日日    \61,230 

 結論として当方の相場観は、63,000 円辺りまで戻れば再度の売り狙い。しかし安値を追いか

ける事はせず、突っ込みは確実に利を入れる事を優先する逆張り相場での対処が良しだろう。 
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〇東京ガソリン日足 

…削除済み… 

今週のガソリンの値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \73,580 -1330 \74,550 -1020 

11 月 6 日 \73,380 -200 \74,790 240 

11 月 7 日 \73,160 -220 \74,620 -170 

11 月 8 日 \72,000 -1160 \73,650 -970 

続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…続いてガソリンです…    

先週号においては『戻り売りの相場展開だと見ているものの、72,000 円台があれば利食いと

したい。安値を叩いてゆくほどの相場ではないと見ているゆえに』とコメントした。 

今週の相場展開は、急落した相場が 73,673,673,673,620202020 円まで下落円まで下落円まで下落円まで下落。ほぼ 10/8 の安値 73,350 円に近づく

ところまでの下落であり、10 月の上げ分を往って来いした展開である。 

ただしその後の夜間取引では、74,000 円台半ばまで戻している。 

 

残念ながら、72,000 円台までの下げはなかった。…中略…  

 

現在のチャートは非常に悪い格好であり、週末の夜間取引で大きく戻してはいるものの、これ

を買い方針に転換するというのは無謀。おそらく戻してもまた売られるはずであり、しかし原油

相場が十分に下値に届いた可能性も否定はできないため、戻れば売る、突っ込めば買い戻すとい

う方針に変更はない。 

 

 なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京ガソリン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \71,760 5 月 27 日 \77,880 9 月 6 日 \69,450 6 月 14 日 \72,000 

2014 年 1 月 \70,660 6 月 26 日 \77,500 8 月 28 日 \69,520 6 月 27 日 \71,900 

2014 年 2 月 \75,050 7 月 26 日 \77,660 8 月 28 日 \71,020 8 月 9 日 \72,000 

2014 年 3 月 \76,610 8 月 26 日 \78,870 8 月 28 日 \\\\73,06073,06073,06073,060    11111111 月月月月 8888 日日日日    \73,090 

2014 年 4 月 \76,190 9 月 26 日 \78,270 

10 月 17

日 

\73,350 10 月 8 日 \73,380 

2014 年 5 月 \75,100 

10 月 28

日 

\76,410 

10 月 31

日 

\\\\73,62073,62073,62073,620    11111111 月月月月 8888 日日日日    \73,650 

 

11/11/11/11/8888 現在の現在の現在の現在の業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

10/10/10/10/26262626 現現現現在の在の在の在のガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、ガソリン在庫は、…中略…  

  

結論として当方の相場観は、大勢は戻り売りに変化はないが、スポット価格よりは大幅に割安

であるため、突っ込みは確実に利入れするのがベターであろう。 
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〇東京灯油日足 

…削除済み… 

今週の灯油の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 5 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \79,620 -880 \74,870 -1090 

11 月 6 日 \79,760 140 \74,900 30 

11 月 7 日 \79,750 -10 \74,340 -560 

11 月 8 日 \78,910 -840 \72,950 -1390 

最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…最後に灯油です…    

先週号においては『需要期限月の突っ込み買い、先物の戻り売り方針に変化無し。10 月は暖

かかったが、11 月は寒くなるという予報もあり、実需の動きに注目したい』とコメントした。 

今週の相場展開は、先物は大きく下落して 72,90072,90072,90072,900 円まで記録円まで記録円まで記録円まで記録。チャートでは一気に下放れの

状態となった。 

 

一代の推移を見ると、12 月限～2 月限までも 78,000 円台まで下げてはいるわけだが、逆ザヤ

相場を鮮明にして来ている。これは当然の話であり、何かがあればまた期近から反騰するのだろ

うし、不需要期の先物は戻れば売られる事となるだろう。 

…中略…  

 

なお一代の推移は、以下のとおり。 

東京灯油一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \74,610 5 月 27 日 \81,410 

10 月 17

日 

\71,580 6 月 14 日 \78,910 

2014 年 1 月 \73,900 6 月 26 日 \81,450 

10 月 17

日 

\72,650 6 月 27 日 \78,620 

2014 年 2 月 \78,000 7 月 26 日 \81,270 9 月 9 日 \74,130 8 月 9 日 \77,990 

2014 年 3 月 \79,130 8 月 26 日 \81,010 9 月 9 日 \\\\75,71075,71075,71075,710    11111111 月月月月 8888 日日日日    \75,740 

2014 年 4 月 \75,440 9 月 26 日 \78,320 

10 月 17

日 

\\\\73,43073,43073,43073,430    11111111 月月月月 8888 日日日日    \73,470 

2014 年 5 月 \74,290 

10 月 28

日 

\76,450 

10 月 31

日 

\\\\72,90072,90072,90072,900    11111111 月月月月 8888 日日日日    \72,950 

 

11/11/11/11/8888 現在現在現在現在の業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格はの業者間転売価格は、、、、…中略…  

 

10/10/10/10/26262626 現在の現在の現在の現在の灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、灯油在庫は、…中略…  

   

結論として当方の相場観は、需要期限月と不需要期限月の相場は別であろう。今後も戻るとす

れば期近主導となり、下落は先主導となってゆくものと想定する。 
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〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕〔ゴム〕    

〇東京ゴム日足 

…削除済み… 

今週のゴムの値動き 

  11 月限（当限） 前日比 4 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 243.6 -3.3 255.7 -4.1 

11 月 6 日 244.1 0.5 255.2 -0.5 

11 月 7 日 247.0 2.9 257.9 2.7 

11 月 8 日 245.3 -1.7 256.9 -1.0 

先週号においては『戻り売り相場に変化はないと思うものの、目先は横ばいになる可能性が大

であろう。突っ込みは買い戻して、利益確定をしておくのも手であろう』とコメントした。 

今週の相場展開は、253.5253.5253.5253.5 円（円（円（円（11/511/511/511/5）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落の後、若干戻して横ばいでの推移。 

 

買い相場に転換するほどの材料は見当たらないが、ちょっと下げ止まった印象がある。しかし

まだチャートの格好は良くないため、…中略…  

 

とにかく中国の在庫は増加中であり、ゴム自体の需給からの買い要因は皆無なのだが、あまり

に何も強材料が無い中で価格を維持しているのは、陰の極というのかどうかという話である。 

 

 なお一代の動きは以下のとおり。 

東京ゴム一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 11 月 267.7 5 月 28 日 279.0 9 月 9 日 223.9  6 月 25 日 245.3 

2013 年 12 月 231.0 6 月 25 日 282.5 9 月 9 日 225.5 6 月 25 日 247.5 

2014 年 1 月 257.0 7 月 26 日 287.1 9 月 9 日 238.7 7 月 31 日 250.0 

2014 年 2 月 278.8 8 月 27 日 290.3 9 月 9 日 249.2249.2249.2249.2    11111111 月月月月 5555 日日日日    252.6 

2014 年 3 月 277.9 9 月 25 日 278.5 9 月 25 日 251.0251.0251.0251.0    11111111 月月月月 5555 日日日日    255.2 

2014 年 4 月 261.1 

10 月 28

日 

265.4 

10 月 31

日 

253.5253.5253.5253.5    11111111 月月月月 5555 日日日日    255.9 

    

当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは当先のサヤは、11 月限 245.3 円～4 月限 255.9 円と 10.610.610.610.6 円円円円のののの逆逆逆逆ザヤザヤザヤザヤ。順ザヤ幅は縮小である

が、このまま縮小してゆくと見る向きは皆無である。 

週末週末週末週末現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、現在の輸入採算価格は、…中略…  

国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は国内営業倉庫在庫は、10/20 現在で 928 トン増の 5,314 トン。5,000 トン台を回復した。 

上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫上海ゴム在庫は、は、は、は、…中略…  

上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は上海ゴム価格は、…中略…  

 

 結論として当方の相場観は、材料・チャートともに戻り売りしか考えられないような相場であ

るが、あまりに弱材料しかないのに暴落しないのは、陰の極なのかどうかという話。それは杞憂

であり、またすぐに売らねばならぬ相場になるかもしれないが…さて？ 
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〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕〔穀物〕 

〇東京コーン日足 

…削除済み… 

今週のコーンの値動き 

  1 月限（当限） 前日比 11 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \24,350 210 \24,650 10 

11 月 6 日 \24,600 250 \24,600 -50 

11 月 7 日 \24,650 50 \24,500 -100 

11 月 8 日 \24,600 -50 \24,390 -110 

まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…まずはコーンから…    

先週号においては『出来高から見てやる相場ではないが、どうしてもやるなら売りからだろう。

まだ底ではないと見ている』とコメントした。 

今週の相場展開は、24,38024,38024,38024,380 円（円（円（円（11/811/811/811/8）まで下落）まで下落）まで下落）まで下落となり、先物 3 本が一代安値の更新。しかし

夜間取引では 24,850 円の高値まで一時戻しており、大崩れにもならなかった状況である。 

 

週末の夜間取引で戻したのは、米農務省報告で生産高＆期末在庫が市場予想平均を下回った米農務省報告で生産高＆期末在庫が市場予想平均を下回った米農務省報告で生産高＆期末在庫が市場予想平均を下回った米農務省報告で生産高＆期末在庫が市場予想平均を下回った

ためである。 

生産高は生産高は生産高は生産高は 139139139139 億億億億 8,9008,9008,9008,900 万万万万 BuBuBuBu とし、前回発表の 138 億 4,800 万 Bu から増加。しかし市場予想

の 140 億 2,200 万 Bu よりは少なかった。 

期末在庫は期末在庫は期末在庫は期末在庫は 18181818 億億億億 8,7008,7008,7008,700 万万万万 BuBuBuBu とし、前回発表から 3,200 万 Bu の上方修正。これも市場予想の

20 億 5,600 万 Bu よりは少なかった。在庫率は在庫率は在庫率は在庫率は 14.614.614.614.6％％％％で据え置きだが、昨年同期の 7.4％よりは

かなり多い。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおりである。 

東京コーン一代の動き       

  始値   高値   安値   現在値 

2014 年 1 月 \25,700 

12 月 17

日 

\28,600 6 月 3 日 \23,350 10 月 3 日 \24,600 

2014 年 3 月 \27,290 2 月 18 日 \28,750 6 月 3 日 \24,030 8 月 12 日 \24,330 

2014 年 5 月 \26,550 4 月 17 日 \28,970 6 月 3 日 \23,500 10 月 3 日 \23,480 

2014 年 7 月 \26,600 6 月 17 日 \28,410 6 月 21 日 \\\\23,74023,74023,74023,740    11111111 月月月月 8888 日日日日    \23,750 

2014 年 9 月 \25,190 8 月 16 日 \26,600 8 月 27 日 \\\\24,18024,18024,18024,180    11111111 月月月月 8888 日日日日    \24,190 

2014 年 11 月 \24,790 

10 月 16

日 

\25,150 

10 月 23

日 

\\\\24,38024,38024,38024,380    11111111 月月月月 8888 日日日日    \24,390 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、来年の天候相場までやる価値なし。おそらく米農務省報告での反

騰は、一過性のものでしかないはず。 
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〇東京大豆日足 

…削除済み… 

今週の大豆の値動き 

  12 月限（当限） 前日比 10 月限（先限） 前日比 

11 月 5 日 \56,800 0 \53,160 130 

11 月 6 日 \56,810 10 \52,900 -260 

11 月 7 日 \57,200 390 \52,980 80 

11 月 8 日 \57,750 550 \52,710 -270 

続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…続いて一般大豆です…    

先週号においては『出来高回復まで東京市場では手出し無用である。お前が出来高増やせっ

て？ そりゃ無理…（笑）』とコメントした。 

今週の相場展開は、53,00053,00053,00053,000 円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合い円を挟んだもみ合い。しかしその後の夜間取引では、53,400 円ま

で反騰。このまま 53,600 円を抜けるようなら、チャートは良くなる線形だ。 

 

夜間取引で反騰したのは、米農務省報告を受けてシカゴが急騰米農務省報告を受けてシカゴが急騰米農務省報告を受けてシカゴが急騰米農務省報告を受けてシカゴが急騰したためだ。ただし期近は 30

セント近く上がったが、来年の新穀だと 13 セント程度の上昇で大した事は無い。 

その米農務省報告であるが、生産高は生産高は生産高は生産高は 32323232 億億億億 5,8005,8005,8005,800 万万万万 BuBuBuBu と、前回発表の 31 億 4,900 万 Bu から

上方修正。事前予想平均の 32 億 2,500 万 Bu も上回った。 

ただし期末在庫は期末在庫は期末在庫は期末在庫は 1111 億億億億 7,0007,0007,0007,000 万万万万 BuBuBuBu と 2,000 万 Bu 増やしたが、事前予想の 1 億 8,300 万 Bu を

下回った。これが買い材料とされたわけだ。 

 

しかし期末在庫は期末在庫は期末在庫は期末在庫は 4.84.84.84.8％→％→％→％→5.25.25.25.2％に増加％に増加％に増加％に増加である。また前年同期の 4.6％よりも多い。もちろん

コーンの 14.6％よりは需給逼迫だが、世界需給だと世界需給だと世界需給だと世界需給だと期末在庫期末在庫期末在庫期末在庫 26262626％とコーンの％とコーンの％とコーンの％とコーンの 17171717％よりも遥かに％よりも遥かに％よりも遥かに％よりも遥かに

多い多い多い多いわけだ。 

…中略…  

 

なお一代の動きは以下のとおり。 

東京一般大豆一代の動き      

  始値   高値   安値   現在値 

2013 年 12 月 \50,680 12 月 17 日 \59,950 9 月 13 日 \48,450 1 月 9 日 \57,750 

2014 年 2 月 \53,000 2 月 18 日 \57,300 9 月 13 日 \48,960 8 月 8 日 \55,000 

2014 年 4 月 \50,910 4 月 17 日 \60,000 9 月 4 日 \49,850 5 月 2 日 \55,410 

2014 年 6 月 \51,760 6 月 17 日 \56,340 7 月 10 日 \49,130 8 月 8 日 \53,850 

2014 年 8 月 \52,600 8 月 16 日 \55,270 9 月 4 日 \51,480 10 月 3 日 \52,830 

2014 年 10 月 \53,600 10 月 16 日 \53,600 

10 月 16

日 

\51,900 

10 月 16

日 

\52,710 

 

また CFTC 発表のファンドの建玉報告では、…中略…  

 

結論として当方の相場観は、来年の新穀相場＝2015 年 2 月限の発会までは、用無しの相場で

ある。おそらく米農務省報告での反騰は、一過性のものだろう。 
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〔〔〔〔為替為替為替為替・株式・株式・株式・株式〕〕〕〕    

〇ドル/円相場日足 

…削除済み… 

11/7 には予想外のユーロの利下げによって乱高下。99.41 円～97 円台の荒い動きとなった。

ただし流れとしては、まだもみ合いの域をなかなか出そうもないというところである。 

    

なお来週の主な予定は、…中略… などとなっている。 

 

〇ユーロ/ドル相場日足 

…削除済み… 

先々週号で｢ユーロが天井を打てば、金も下がるのだろう｣としたが、その通りになった。 

相対力指数が 70 ポイントオーバーを大きく超えて、その後天井を打った相場が急激にドル

高・ユーロ安となったわけだ。 

特に 11/7 には予想外のユーロの利下げがあり、大きく変動したわけだ。 

…中略…  

 

〇日経 225 日足 

…削除済み… 

 週末の一本分は入っていないチャートであるが、その週末 11/8 は。安値で 14,050 円以下を記

録しているため、10/25 の安値も切っているわけだ。 

 もっともその後の 225 先物夜間取引では 14,230 円の終了であり、シカゴ日経平均先物も

NY ダウの急騰を受けて 14,255 円で返って来ている。…中略…  

 

〇NY ダウ日足 

…削除済み… 

 週末の NY ダウは、167 ドル高の上昇で 15,761 ドルでの終了である。また高値を更新しそう

な勢いである。…中略…  

 

 このレポートは、私が個人的な判断で書いたものです。 

内容の責任はすべて私に帰するものですが、取引に対する利益を保証するものでは在りません。 

（当たり前ですが念のため） 

 

        ひげの中ちゃん相場情報 

                       中田幸一郎 

        メールアドレス info@higenaka.com 


